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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
憂
鬱
な
学
園
生
活
～
合
気
の
ド
タ
バ
タ
学
園
生
活
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
３
６
６
Ｖ

【
作
者
名
】

　
天
空
　
翼

【
あ
ら
す
じ
】

　
あ
る
日
ロ
ッ
ク
マ
ン
エ
グ
ゼ
の
世
界
か
ら
来
た
火
上
合
気
達
が
入
学
し
た
学

校
は
、
な
ん
と
異
世
界
か
ら
の
選
ば
れ
し
者
達
の
中
か
ら
自
然
の
管
理
者
を
決

め
る
た
め
の
学
校
だ
っ
た
！
不
満
タ
ラ
タ
ラ
な
が
ら
入
学
し
た
合
気
達
を
待
っ

て
い
た
の
は
個
性
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
お
く
る
学
園
生
活
だ
っ
た
の
だ
が
そ

れ
は
い
ろ
い
ろ
と
憂
鬱
な
学
園
生
活
で
…
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一
幕
　
キ
ャ
ラ
紹
介
っ
て
何
か
面
倒
だ

こ
こ
は
時
空
の
狭
間
に
あ
る
パ
ラ
レ
ル
学
園
。

こ
の
学
園
は
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
、
つ
ま
り
異
世
界
か
ら
集
め
ら
れ
た
選
ば
れ
し

者
達
を
教
育
し
、
自
然
の
管
理
者
を
育
て
る
事
を
目
的
と
し
た
学
園
な
の
だ
。

そ
し
て
そ
の
学
園
の
１
年
Ｚ
組
の
教
室
。

こ
こ
で
と
あ
る
少
女
が
大
空
に
向
か
い
力
い
っ
ぱ
い
叫
ん
で
い
た
。

ハ
ル
ヒ

「
東
中
＆
北
校
出
身
凉
宮
ハ
ル
ヒ
！
た
だ
の
人
間
に
は
興
味
あ
り
ま
せ
ん
！
！

こ
の
中
に
ハ
ル
ヒ
フ
ァ
ン
、
ロ
ッ
ク
マ
ン
フ
ァ
ン
、
遊
戯
王
フ
ァ
ン
、
ベ
イ
ブ

レ
フ
ァ
ン
な
ど
が
い
た
ら
こ
の
小
説
を
読
み
な
さ
い
！
！
以
上
！
！
」

合
気

（
い
き
な
り
な
ん
か
叫
ん
だ
！
？
）

心
の
中
で
ツ
ッ
コ
ミ
を
い
れ
た
こ
の
少
年
は
火
上
合
気
。

か
じ
ょ
う

あ
き

こ
の
小
説
の
主
人
公
で
あ
る
小
学
六
年
生
で
あ
る
。

熱
斗

「
て
わ
け
で
、
学
園
コ
メ
デ
ィ
憂
鬱
な
学
園
生
活
の
リ
メ
イ
ク
版
『
憂
鬱
な
学

園
生
活
～
合
気
の
ド
タ
バ
タ
学
園
生
活
～
』
を
始
め
る
ぜ
！
」

炎
山

「
ど
う
い
う
わ
け
だ
。
」

炎
山
が
ツ
ッ
コ
ミ
を
い
れ
る
。

そ
の
瞬
間
教
室
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
二
人
の
少
年
が
飛
び
込
ん
で
く
る
。
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銀
河

「
い
く
ぞ
キ
ョ
ウ
ヤ
！
！
ぺ
ガ
シ
ス
！
銀
河
新
星
！
！
」

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ノ
ヴ
ァ

ガ
ラ
ス
を
割
っ
た
の
は
ベ
イ
バ
ト
ル
を
し
て
い
た
銀
河
と
キ
ョ
ウ
ヤ
だ
っ
た
。

彼
ら
は
い
つ
も
顔
を
合
わ
せ
る
と
バ
ト
ル
バ
ト
ル
の
連
続
で
喧
嘩
も
す
る
。

寮
の
部
屋
も
一
緒
で
何
を
す
る
と
き
も
一
緒
。

普
段
は
一
匹
狼
の
キ
ョ
ウ
ヤ
に
銀
河
が
か
ま
う
こ
と
で
周
り
か
ら
は
こ
の
二
人

は
ホ
モ
の
カ
ッ
プ
ル
な
の
で
は
？
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
。

合
気

「
窓
割
れ
た
ぞ
！
？
ど
ー
す
ん
だ
よ
こ
れ
！
？
」

銀
河
・
キ
ョ
ウ
ヤ

「
「
あ
…
」
」

合
気

「
あ
…
じ
ゃ
ね
ぇ
だ
ろ
！
こ
の
ホ
モ
カ
ッ
プ
ル
が
！
」

銀
河
・
キ
ョ
ウ
ヤ

「
「
ホ
モ
カ
ッ
プ
ル
じ
ゃ
ね
ぇ
！
！
」
」

良
守

「
あ
～
あ
、
し
ゃ
あ
ね
ぇ
、
俺
が
直
し
と
い
て
や
る
よ
。
」

隣
の
ク
ラ
ス
の
墨
村
良
守
が
修
復
術
を
使
い
窓
を
直
し
始
め
た
。

銀
河

「
サ
ン
キ
ュ
ー
良
森
！
後
で
ジ
ュ
ー
ス
お
ご
る
ぜ
！
」

そ
ん
な
日
常
の
中
、
教
室
の
扉
が
開
き
、
気
の
抜
け
た
声
が
し
た
。
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銀
八

「
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
う
る
せ
ぇ
な
ぁ
。
て
め
ぇ
ら
は
あ
れ
か
ぁ
？
新
作
の
お
菓
子

買
っ
て
喜
ん
で
る
子
供
で
す
か
ぁ
コ
ノ
ヤ
ロ
ー
。
」

死
ん
だ
魚
の
目
の
よ
う
な
天
然
パ
ー
マ
に
白
衣
の
男
。
こ
の
ク
ラ
ス
の
担
任
、

坂
田
銀
八
が
だ
る
そ
う
な
声
で
言
っ
た
。

キ
ラ

「
僕
ら
ま
だ
子
供
で
す
よ
。
」

銀
八
は
そ
ん
な
少
年
、
キ
ラ
・
ヤ
マ
ト
の
ツ
ッ
コ
ミ
を
無
視
し
て
出
席
を
取
り

始
め
た
。

銀
八

「
出
演
漫
画
順
で
出
席
取
る
か
ら
な
～
。
ま
ず
オ
リ
キ
ャ
ラ
か
ら
だ
。
本
作
オ

リ
キ
ャ
ラ
で
あ
り
主
人
公
の
火
上
合
気
。
郡
司
侑
輝
さ
ん
の
作
品
『
ス
マ
ブ
ラ

＆
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ズ
＋
α
』
か
ら
五
代
友
樹
、
リ
ン
ク
・
ヤ
マ
ト
。
」

合
気

「
は
い
！
」

友
樹

「
は
い
！
」

リ
ン
ク

「
は
い
！
」

銀
八

「
次
、
ロ
ッ
ク
マ
ン
エ
グ
ゼ
か
ら
光
熱
斗
、
伊
集
院
炎
山
、
ロ
ッ
ク
マ
ン
、
ブ
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ル
ー
ス
。
」

熱
斗

「
は
い
！
」

炎
山

「
は
い
。
」

ロ
ッ
ク
マ
ン

「
は
ー
い
！
」

ブ
ル
ー
ス

「
は
い
。
」

銀
八

「
次
は
…
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
憂
鬱
か
ら
涼
宮
ハ
ル
ヒ
。
」

ハ
ル
ヒ

「
は
い
！
！
」

銀
八

「
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
か
ら
キ
ラ
・
ヤ
マ
ト
、
ア
ス
ラ
ン
・
ザ
ラ
。
」

キ
ラ

「
は
い
。
」

ア
ス
ラ
ン

「
は
い
。
」

銀
八
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「
次
は
ぁ
っ
と
、
遊
戯
王
シ
リ
ー
ズ
か
ら
武
藤
遊
戯
、
ア
テ
ム
、
遊
城
十
代
、

ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
不
動
遊
星
。
」

遊
戯

「
は
い
！
」

ア
テ
ム

「
は
い
。
」

十
代

「
は
い
！
」

ヨ
ハ
ン

「
は
い
！
」

遊
星

「
は
い
。
」

ち
な
み
に
十
代
と
ヨ
ハ
ン
。

こ
の
二
人
は
み
ん
な
に
双
子
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
。

銀
八

「
次
は
バ
カ
テ
ス
か
ら
吉
井
明
久
、
坂
本
雄
二
、
島
田
美
波
。
」

雄
二

「
は
い
。
」

明
久
・
美
波

「
「
は
い
♪
」
」
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こ
の
二
人
は
み
ん
な
が
み
ん
な
認
識
し
て
い
る
正
真
正
銘
の
カ
ッ
プ
ル
で
あ
る
。

銀
八

「
リ
ボ
ー
ン
か
ら
沢
田
綱
吉
、
獄
寺
隼
人
。
」

ツ
ナ

「
は
い
！
」

獄
寺

「
は
ー
い
。
」

銀
八

「
次
ぃ
、
メ
タ
ル
フ
ァ
イ
ト
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
か
ら
鋼
銀
河
、
盾
神
キ
ョ
ウ
ヤ
。
」

銀
河

「
は
い
！
」

キ
ョ
ウ
ヤ

「
あ
ぁ
。
」

銀
八

「
今
日
も
仲
が
い
い
な
ホ
モ
カ
ッ
プ
ル
。
」

銀
河
・
キ
ョ
ウ
ヤ

「
「
ホ
モ
カ
ッ
プ
ル
じ
ゃ
ね
ぇ
！
！
」
」

ツ
ッ
コ
ミ
も
一
緒
な
二
人
。

銀
八

「
次
は
銀
魂
か
ら
新
八
、
神
楽
、
土
方
、
近
藤
、
沖
田
。
」



8

新
八

「
は
い
。
」

神
楽

「
は
い
ア
ル
！
」

土
方

「
う
ぃ
ー
す
。
」

近
藤

「
は
ー
い
！
」

沖
田

「
は
い
。
」

銀
八

「
次
、
コ
ー
ド
ギ
ア
ス
か
ら
ル
ル
ー
シ
ュ
。
最
後
に
バ
ト
ス
ピ
シ
リ
ー
ズ
か
ら

馬
神
ト
ッ
パ
に
馬
神
ダ
ン
。
」

ル
ル
ー
シ
ュ

「
あ
ぁ
。
」

バ
シ
ン

「
お
う
！
」

ダ
ン

「
は
い
！
！
」

銀
八



9

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
次
回
か
ら
本
編
開
始
だ
な
。
ち
な
み
に
学
級
委
員
長
は
ル
ル
ー

シ
ュ
と
不
動
遊
星
、
火
上
合
気
だ
。
」

合
気

「
ど
の
小
説
で
も
ル
ル
ー
シ
ュ
が
学
級
委
員
長
だ
な
。
て
か
学
級
委
員
長
三
人

も
い
ん
の
か
よ
！
？
」

合
気
の
ツ
ッ
コ
ミ
が
最
後
に
入
っ
た
。
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一
幕
　
キ
ャ
ラ
紹
介
っ
て
何
か
面
倒
だ
（
後
書
き
）

や
っ
ぱ
り
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ま
た
や
り
始
め
ま
し
た
。
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二
幕
　
転
校
生
は
大
体
数
人
で
来
る
こ
と
が
多
い

銀
八

「
転
校
生
紹
介
す
る
ぞ
テ
メ
ェ
ら
。
」

全
員

「
「
「
早
い
な
！
？
」
」
」

銀
八

「
仕
方
ね
ぇ
だ
ろ
う
？
作
者
が
は
ま
っ
た
漫
画
が
い
く
つ
か
あ
る
ん
だ
か
ら
よ

ぉ
。
て
な
わ
け
で
、
適
当
に
自
己
紹
介
し
て
く
れ
ｙ
「
「
「
さ
せ
る
か
ぁ
ぁ
ぁ

ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
！
！
！
！
」
」
」
ガ
フ
ゥ
！
！
」

合
気
、
炎
山
、
新
八
の
ツ
ッ
コ
ミ
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
が
決
ま
っ
た
。

誰
に
？
銀
八
に
。

銀
八

「
な
、
な
、
何
し
や
が
る
！
？
お
前
ら
！
！
」

合
気

「
ヘ
ッ
、
も
う
前
作
の
よ
う
な
こ
と
は
さ
せ
ね
ぇ
ぞ
？
」

炎
山

「
ち
ゃ
ん
と
教
師
ら
し
く
し
ろ
マ
ダ
オ
が
。
」

新
八

「
炎
山
君
、
ツ
ッ
コ
ミ
で
き
た
ん
だ
…
」

上
か
ら
銀
八
、
合
気
、
炎
山
、
新
八
で
あ
る
。
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銀
八

「
だ
か
ら
っ
て
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
は
な
い
だ
ろ
う
が
！
！
そ
ん
な
乱
暴
な
子
の
言

う
こ
と
を
聞
く
ほ
ど
僕
は
馬
鹿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！
」

合
気

「
へ
ぇ
？
な
ら
こ
れ
が
目
に
入
ら
ぬ
か
！
！
」

合
気
の
手
に
あ
っ
た
の
は
ジ
ャ
ン
プ
。

銀
八

「
ぬ
ぉ
ぉ
お
！
？
そ
、
そ
れ
は
！
俺
が
１
０
０
件
も
店
を
回
っ
て
手
に
入
れ
た

ジ
ャ
ン
プ
！
？
」

ヨ
ハ
ン

「
ジ
ャ
ン
プ
買
う
の
に
何
で
そ
ん
な
に
苦
労
し
て
ん
だ
よ
…
（
呆
」

ブ
ル
ー
ス

「
炎
山
様
。
」

炎
山

「
あ
り
が
と
う
ブ
ル
ー
ス
。
」

炎
山
は
銀
髪
の
男
、
ブ
ル
ー
ス
か
ら
ラ
イ
タ
ー
を
受
け
取
る
。

合
気

「
ほ
ら
ほ
ら
～
ち
ゃ
ん
と
し
な
い
と
ジ
ャ
ン
プ
が
燃
え
ち
ま
う
ぜ
～
？
大
事
な

大
事
な
ジ
ャ
ン
プ
が
～
」

銀
八
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「
や
る
！
ち
ゃ
ん
と
や
る
か
ら
ジ
ャ
ン
プ
だ
け
は
！
ジ
ャ
ン
プ
だ
け
は
ー
ー
ー

ー
ー
！
！
！
！
」

合
気

「
よ
っ
し
！
じ
ゃ
あ
ち
ゃ
ん
と
し
ろ
よ
♪
」

熱
斗
・
ロ
ッ
ク
マ
ン
・
遊
戯
・
遊
星

（
（
（
お
、
鬼
だ
！
！
）
）
）

銀
八

「
は
は
っ
、
じ
ゃ
あ
入
っ
て
こ
ー
い
…
」

？
？
？

「
あ
、
あ
の
、
大
丈
夫
で
す
か
？
」

銀
八

「
あ
ぁ
、
大
丈
夫
だ
よ
ー
は
は
っ
…
」

真
っ
白
な
銀
八
に
話
し
か
け
る
青
い
髪
の
少
年
。

合
気

「
あ
ぁ
、
そ
い
つ
な
ん
か
い
い
か
ら
早
い
と
こ
自
己
紹
介
頼
む
わ
。
」

銀
八

「
あ
ぁ
！
？
お
前
、
俺
に
し
ろ
っ
て
言
っ
た
だ
ろ
お
前
！
？
」

合
気

「
炎
山
、
ラ
イ
タ
ー
。
」

銀
八



14

「
マ
ジ
す
ん
ま
せ
ん
し
た
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
！
！
」

銀
八
は
一
瞬
で
頭
を
地
面
に
す
り
つ
け
土
下
座
し
た
。

合
気

「
あ
れ
？
俺
、
何
か
謝
ら
れ
る
こ
と
し
た
っ
け
？
」

全
員

「
「
「
い
や
い
や
、
思
い
っ
き
り
や
っ
て
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
？
！
？
」
」
」

合
気

「
え
ぇ
ー
！
？
」

全
員

「
「
「
マ
ジ
驚
い
た
顔
す
ん
な
！
！
」
」
」

銀
八

「
頼
ん
だ
よ
、
自
己
紹
介
…
は
は
っ
…
じ
ゃ
ん
ぷ
ー
イ
マ
タ
ス
ケ
テ
ヤ
ル
カ
ラ

ナ
ー
…
」

熱
斗
・
ロ
ッ
ク
マ
ン
・
遊
戯
・
十
代
・
ヨ
ハ
ン

「
「
「
銀
八
先
生
が
壊
れ
た
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
？
！
？
」
」
」

ア
ス
ラ
ン

「
先
生
気
を
確
か
に
！
！
」

？
？
？

「
マ
ジ
で
大
丈
夫
か
よ
…
」

ハ
ル
ヒ
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「
団
長
命
令
よ
！
転
校
生
！
自
己
紹
介
を
し
な
さ
い
！
！
」

？
？
？

「
わ
、
わ
か
り
ま
し
た
！
」

銀
河

「
じ
ゃ
あ
さ
、
青
い
髪
の
人
か
ら
頼
ん
だ
ぜ
！
」

？
？
？
⇒
ア
イ
チ

「
わ
か
り
ま
し
た
！
僕
は
先
導
ア
イ
チ
で
す
。
後
江
中
学
校
の
３
年
生
で
す
！
」

？
？
？
⇒
櫂
（
６
年
生
）

「
櫂
ト
シ
キ
だ
！
よ
ろ
し
く
な
皆
！
」

？
？
？
⇒
ボ
ッ
ス
ン

「
俺
は
藤
崎
佑
助
だ
！
ボ
ッ
ス
ン
っ
て
呼
ん
で
く
れ
！
」

ツ
ナ

「
よ
ろ
し
く
ね
先
導
君
！
」

ア
イ
チ

「
う
、
う
ん
！
」

挨
拶
を
し
て
い
る
と
銀
八
が
マ
ジ
で
ぶ
っ
倒
れ
た
。

全
員

「
「
「
銀
八
先
せ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
い
！
？
！
？
！
？
！
？
！
？
！
？

！
？
！
？
」
」
」
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二
幕
　
転
校
生
は
大
体
数
人
で
来
る
こ
と
が
多
い
（
後
書
き
）

次
回
、
ル
ル
ー
シ
ュ
の
妹
ナ
ナ
リ
ー
に
彼
氏
が
！
？
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三
幕
　
抹
殺
は
他
の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ろ
！
つ
ー
か
、
抹
殺
自
体
を
す
る
な
！

合
気

「
る
、
ル
ル
ー
シ
ュ
？
」

ル
ル
ー
シ
ュ

「
ズ
ド
ー
ン
」

朝
、
合
気
が
教
室
に
登
校
す
る
と
ル
ル
ー
シ
ュ
が
机
に
突
っ
伏
し
て
あ
た
り
に

嫌
な
空
気
を
撒
き
散
ら
し
て
い
た
。

ア
イ
チ

「
る
、
ル
ル
ー
シ
ュ
さ
ん
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ
う
？
」

ボ
ッ
ス
ン

「
さ
ぁ
？
」

キ
ョ
ウ
ヤ

「
ま
た
ナ
ナ
リ
ー
の
こ
と
で
何
か
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
…
」

櫂「
ナ
ナ
リ
ー
？
」

説
明
し
よ
う
！
ナ
ナ
リ
ー
と
は
ル
ル
ー
シ
ュ
の
妹
で
あ
る
！

櫂「
説
明
ど
う
で
も
よ
く
ね
？
」

合
気
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「
え
？
何
だ
？
」

ル
ル
ー
シ
ュ
が
な
に
や
ら
ぼ
そ
ぼ
そ
と
言
い
始
め
た
。

合
気

「
銀
河
ー
、
わ
か
る
か
？
」

銀
河

「
う
ん
。
何
々
～
？
『
ナ
ナ
リ
ー
に
彼
氏
が
で
き
て
し
ま
っ
た
…
』
だ
っ
て
さ
。

」合
気

「
へ
ぇ
～
そ
れ
だ
け
？
だ
か
ら
？
」

ル
ル
ー
シ
ュ

「
そ
れ
だ
け
？
」

ル
ル
ー
シ
ュ
が
が
ば
り
と
起
き
上
が
り
机
を
叩
い
た
。

ル
ル
ー
シ
ュ

「
ん
だ
と
ゴ
ラ
ァ
！
？
ナ
ナ
リ
ー
に
彼
氏
だ
ぞ
！
？
こ
れ
は
も
は
や
世
界
の
危

機
だ
ぞ
！
？
何
で
己
は
緊
張
感
が
な
い
ん
じ
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
！
！
！
」

ア
テ
ム

「
ル
ル
ー
シ
ュ
落
ち
着
く
ん
だ
ぜ
！
」

遊
星

「
冷
静
に
な
れ
ル
ル
ー
シ
ュ
！
！
ナ
ナ
リ
ー
に
彼
氏
が
出
来
た
か
ら
と
い
っ
て

世
界
の
危
機
と
騒
ぐ
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
！
」
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血
眼
に
な
っ
て
怒
鳴
っ
て
い
る
ル
ル
ー
シ
ュ
を
ア
テ
ム
と
遊
星
が
抑
え
る
。

ル
ル
ー
シ
ュ

「
そ
、
そ
う
だ
な
。
俺
と
し
た
こ
と
が
少
し
頭
に
血
が
上
っ
て
い
た
よ
う
だ
…

よ
し
！
ボ
ッ
ス
ン
！
合
気
！
炎
山
！
沖
田
！
近
藤
い
く
ぞ
！
！
」

ル
ル
ー
シ
ュ
は
５
人
の
襟
を
つ
か
み
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
始
め
た
。

ル
ル
ー
シ
ュ

「
ナ
ナ
リ
ー
の
彼
氏
を
抹
殺
じ
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
！
！
！
」

合
気
・
炎
山
・
ボ
ッ
ス
ン

「
「
「
何
で
だ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
？
！
？
！
？
！
？
！
？
」
」

」パ
ラ
レ
ル
遊
園
地

獄
寺

「
す
ま
ね
ぇ
な
、
待
っ
た
か
？
」

ナ
ナ
リ
ー

「
私
も
今
来
た
と
こ
ろ
で
す
か
ら
。
」

獄
寺

「
じ
ゃ
あ
行
こ
う
ぜ
。
」

ナ
ナ
リ
ー
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「
は
い
！
」

合
気
達
は
強
制
連
行
さ
れ
現
在
木
の
茂
み
に
隠
れ
て
い
る
。

ル
ル
ー
シ
ュ

「
ナ
ナ
リ
ー
は
１
０
分
待
っ
た
ん
だ
ぞ
こ
の
忠
犬
野
郎
が
ぁ
～
～
～
！
！
そ
の

お
命
頂
戴
す
る
！
！
」

ル
ル
ー
シ
ュ
が
銃
を
構
え
た
。

合
気
・
炎
山
・
ボ
ッ
ス
ン

「
「
「
待
て
や
こ
の
シ
ス
コ
ン
が
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
！
！
」
」
」

そ
こ
に
合
気
、
炎
山
、
ボ
ッ
ス
ン
の
ツ
ッ
コ
ミ
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
が
炸
裂
し
た
。

炎
山

「
ナ
ナ
リ
ー
さ
ん
は
彼
氏
と
デ
ー
ト
し
て
る
だ
け
だ
！
邪
魔
を
し
て
は
ダ
メ
だ

！
」

ル
ル
ー
シ
ュ

「
違
う
。
俺
は
デ
ー
ト
の
邪
魔
を
す
る
気
な
ど
な
い
。
唯
あ
い
つ
を
抹
殺
す
る

だ
け
！
！
」

合
気

「
そ
れ
が
邪
魔
し
て
る
っ
て
言
う
ん
だ
よ
こ
の
シ
ス
コ
ン
！
！
」

ボ
ッ
ス
ン

「
待
て
っ
て
、
マ
ジ
止
め
ろ
っ
て
！
他
の
人
に
当
た
っ
た
ら
如
何
す
る
ん
だ
よ

！
」
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ル
ル
ー
シ
ュ

「
な
る
ほ
ど
、
な
ら
ば
あ
い
つ
に
近
い
距
離
で
撃
て
ば
い
い
の
だ
な
？
」

合
気
・
ボ
ッ
ス
ン

「
「
違
ぇ
ー
よ
！
！
」
」

ル
ル
ー
シ
ュ

「
い
い
か
、
考
え
て
み
ろ
。
あ
い
つ
は
殺
し
屋
で
常
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
持
っ
て

い
て
す
ぐ
に
他
の
人
間
に
吠
え
掛
る
犬
の
よ
う
で
ツ
ナ
だ
け
に
は
媚
び
る
。
他

に
も
ウ
ン
タ
ラ
カ
ン
タ
ラ
」

そ
し
て
ド
ヤ
顔
で
言
っ
た
。

ル
ル
ー
シ
ュ

「
そ
ん
な
や
つ
に
俺
の
大
事
な
妹
を
渡
す
わ
け
に
は
行
か
な
い
！
そ
れ
に
あ
ん

な
義
弟
な
ん
て
俺
は
い
ら
な
い
ぞ
ナ
ナ
リ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
イ
！
！
」

ボ
ッ
ス
ン

「
結
局
最
後
の
私
情
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
！
」

？
？
？

「
五
月
蝿
い
ぞ
お
前
ら
！
」

見
る
と
近
藤
が
銃
を
構
え
サ
ン
グ
ラ
ス
を
し
て
い
た
。

炎
山

「
近
藤
さ
ん
？
聞
き
た
い
ん
で
す
が
…
」

近
藤
↓
ゴ
リ
ラ
１
３

「
近
藤
？
誰
だ
そ
れ
は
？
俺
は
殺
し
屋
ゴ
リ
ラ
１
３
だ
！
」
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合
気

「
お
前
も
か
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
！
！
あ
ぁ
、
行
っ
ち
ゃ
っ
た
…
」

炎
山

「
止
め
る
ぞ
合
気
！
ボ
ッ
ス
ン
さ
ん
！
」

ボ
ッ
ス
ン

「
あ
ぁ
！
」

合
気

「
沖
田
さ
ん
も
一
緒
に
…
っ
て
あ
れ
？
」

合
気
が
見
る
と
沖
田
は
サ
ン
グ
ラ
ス
に
銃
を
構
え
て
い
た
。

合
気

「
沖
田
さ
ん
、
ま
さ
か
ア
ン
タ
ま
で
…
」

沖
田

「
沖
田
さ
ん
？
誰
だ
そ
れ
は
？
俺
は
殺
し
屋
総
悟
１
３
と
呼
べ
。
」

合
気

「
ア
ン
タ
も
か
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
！
？
！
？
！
？
」

沖
田

「
面
白
そ
う
な
ん
で
行
っ
て
来
ら
ぁ
。
」

合
気

「
お
い
ぃ
ぃ
い
！
！
ま
さ
か
の
最
悪
ト
リ
オ
で
抹
殺
に
行
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
！
？

ど
う
す
ん
だ
よ
あ
れ
！
？
」
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ボ
ッ
ス
ン

「
と
り
あ
え
ず
追
い
か
け
る
ぜ
！
子
供
３
枚
で
！
」

ボ
ッ
ス
ン
は
券
を
買
う
と
合
気
と
炎
山
に
渡
し
た
。

合
気

「
な
ん
か
す
っ
げ
ぇ
格
好
つ
か
ね
ぇ
…
」

炎
山

「
現
実
と
は
こ
ん
な
も
の
だ
。
」
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４
幕
　
遊
園
地
は
来
た
ら
遊
ん
で
遊
ん
で
遊
び
つ
く
せ
！

ま
ず
彼
ら
が
最
初
に
選
び
乗
っ
た
の
は
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
だ
っ
た
。

ル
ル
ー
シ
ュ
、
近
藤
、
沖
田
は
そ
の
す
ぐ
後
ろ
の
木
馬
に
乗
っ
た
。

近
藤
・
沖
田

「
「
誰
が
近
藤
（
沖
田
）
だ
？
」
」

ジ
ャ
キ
ッ
！

す
ん
ま
せ
ん
し
た
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
！

ル
ル
ー
シ
ュ
、
殺
し
屋
ゴ
リ
ラ
１
３
、
総
悟
１
３
は
そ
の
す
ぐ
後
ろ
の
木
馬
に

乗
っ
た
。

ル
ル
ー
シ
ュ

「
く
っ
、
や
つ
め
中
々
馬
を
操
る
の
が
う
ま
い
じ
ゃ
ね
ぇ
か
。
」

合
気

「
操
る
っ
て
言
う
か
こ
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
動
い
て
る
だ
け
な
ん
だ
け
ど

…
（
呆
」

す
ぐ
後
ろ
に
炎
山
、
ボ
ッ
ス
ン
と
と
も
に
乗
っ
て
い
る
合
気
は
言
う
。

殺
し
屋
ゴ
リ
ラ
１
３

「
も
っ
と
速
く
走
れ
こ
の
駄
目
馬
が
！
」

炎
山
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「
い
や
い
や
、
台
車
ご
と
動
い
て
る
の
だ
か
ら
永
遠
に
追
い
つ
け
る
わ
け
な
い

で
し
ょ
う
。
と
い
う
か
永
遠
に
追
い
つ
く
な
！
！
」

殺
し
屋
総
悟
１
３

「
く
っ
…
中
々
狙
い
が
定
ま
ら
ね
ぇ
か
ら
か
気
持
ち
悪
く
…
ウ
ッ
プ
」

ボ
ッ
ス
ン

「
こ
こ
で
吐
く
な
よ
！
？
吐
い
ち
ゃ
駄
目
だ
か
ら
な
！
？
」

と
う
と
う
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
が
止
ま
り
彼
ら
は
次
の
乗
り
物
へ
と
足
を
向
け

た
。

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
～
♪
（
ド
ラ
●
も
ん
っ
ぽ
く
）

炎
山

「
く
っ
、
こ
れ
は
銀
魂
本
編
の
展
開
と
ほ
ぼ
同
じ
…
！
！
」

合
気

「
炎
山
、
メ
タ
発
言
を
し
た
ら
駄
目
だ
。
」

ボ
ッ
ス
ン

「
と
に
か
く
乗
ろ
う
ぜ
！
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
な
ん
て
久
し
ぶ
り
だ
ぜ
ー
！
」

炎
山

「
ボ
ッ
ス
ン
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
楽
し
ん
で
ま
す
よ
ね
！
？
」

ボ
ッ
ス
ン

「
い
や
い
や
、
こ
れ
で
も
い
つ
で
も
パ
チ
ン
コ
を
打
っ
て
あ
い
つ
ら
を
気
絶
さ

せ
る
準
備
を
や
っ
て
い
ま
す
よ
？
」
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合
気
・
炎
山

「
「
な
ら
と
っ
と
と
や
れ
よ
！
？
」
」

ボ
ッ
ス
ン

「
了
解
！
っ
て
…
」

合
気
・
炎
山
・
ボ
ッ
ス
ン
・
ル
ル
ー
シ
ュ
・
殺
し
屋
ゴ
リ
ラ
１
３
・
殺
し
屋
総

悟
１
３

「
「
「
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ

ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ア
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
！
」
」
」

ボ
ッ
ス
ン
が
パ
チ
ン
コ
を
３
人
の
首
に
向
け
て
打
と
う
と
す
る
と
運
悪
く
ジ
ェ

ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
が
動
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
乗
っ
て
い
た
者
全
員
が
い
き
な
り
の
こ
と
に
悲
鳴
を
あ
げ
る
。

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

合
気

「
あ
ぁ
～
死
ぬ
か
と
思
っ
た
～
。
」

炎
山
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「
不
意
打
ち
は
駄
目
だ
。
心
臓
が
ま
だ
バ
ク
バ
ク
い
っ
て
い
る
…
」

ボ
ッ
ス
ン
を
見
る
と
静
か
に
涙
を
流
し
て
い
る
。

合
気

「
ど
う
し
た
の
ボ
ッ
ス
ン
さ
ん
？
」

ボ
ッ
ス
ン

「
お
前
ら
絶
対
ド
ン
引
き
す
っ
だ
ろ
？
は
は
っ
、
俺
、
脱
糞
し
ち
ま
っ
た
…
…
」

合
気
・
炎
山

「
「
…
…
…
…
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ

ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ア
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」
」

＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

と
り
あ
え
ず
ボ
ッ
ス
ン
は
着
替
え
た
。

そ
れ
で
も
合
気
と
炎
山
は
間
を
空
け
て
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
。
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ボ
ッ
ス
ン

「
何
だ
ろ
？
目
か
ら
汗
が
出
て
き
た
…
」

合
気

「
ス
マ
ン
、
で
も
無
理
な
ん
だ
。
」

炎
山

「
右
に
同
じ
く
。
」

ド
ッ
カ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ン
！
！
！
！
！

合
気
・
炎
山
・
ボ
ッ
ス
ン

「
「
「
…
」
」
」

彼
ら
が
空
を
見
る
と
黒
コ
ゲ
の
ル
ル
ー
シ
ュ
、
殺
し
屋
ゴ
リ
ラ
１
３
、
総
悟
１

３
が
お
星
様
に
な
っ
た
。

合
気

「
…
大
丈
夫
だ
っ
た
ん
だ
な
…
」

炎
山

「
あ
ぁ
。
」

ボ
ッ
ス
ン
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「
こ
れ
か
ら
遊
園
地
を
楽
し
も
う
ぜ
。
折
角
来
た
ん
だ
か
ら
。
」

合
気

「
そ
う
だ
な
ー
今
日
は
授
業
サ
ボ
っ
て
楽
し
も
う
ぜ
。
」

炎
山

「
サ
ボ
り
な
ん
て
初
め
て
だ
。
」

合
気

「
た
ま
に
は
い
い
だ
ろ
う
？
何
乗
る
？
」

炎
山

「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
に
乗
れ
る
も
の
が
あ
る
と
聞
い
た
ん
だ
が
…
」

ボ
ッ
ス
ン

「
あ
ぁ
、
あ
れ
か
～
皆
で
乗
っ
て
最
高
速
度
出
そ
う
ぜ
！
」

合
気
・
炎
山

「
「
は
い
！
」
」

今
日
も
パ
ラ
レ
ル
学
園
の
生
徒
の
日
常
は
平
和
で
あ
る
。
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五
幕
　
学
園
祭
を
ナ
め
て
た
ら
痛
い
目
に
合
う

銀
八

「
て
め
ぇ
ら
、
つ
い
に
こ
の
時
が
や
っ
て
来
や
が
っ
た
ぜ
…
」

全
員

「
「
「
ゴ
ク
リ
」
」
」

ア
イ
チ

（
銀
八
先
生
が
何
時
に
も
無
く
真
面
目
な
顔
を
…
！
？
）

櫂（
一
体
何
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
！
？
）

ボ
ッ
ス
ン

（
何
か
と
ん
で
も
な
い
分
陰
気
が
！
！
）

銀
八

「
転
校
生
は
ま
だ
知
ら
ね
ぇ
だ
ろ
う
な
。
そ
れ
は
！
」

ア
イ
チ
・
櫂
・
ボ
ッ
ス
ン

「
「
「
そ
れ
は
！
？
」
」
」

銀
八

「
そ
れ
は
、
学
園
祭
じ
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
！
！
！
」

全
員

「
「
「
来
た
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
！
！
」
」
」
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櫂「
何
で
学
園
祭
で
シ
リ
ア
ス
に
な
る
わ
け
？
」

友
樹

「
櫂
君
、
君
は
わ
か
っ
て
な
い
。
」

合
気

「
パ
ラ
レ
ル
学
園
の
学
園
祭
は
毎
年
必
ず
大
怪
我
人
が
出
る
こ
の
学
園
最
凶
の

イ
ベ
ン
ト
！
！
」

ア
イ
チ

「
大
怪
我
人
が
出
る
の
！
？
」

明
久

「
パ
ラ
レ
ル
学
園
の
学
園
祭
は
出
し
物
に
も
危
険
ラ
ン
ク
が
つ
け
ら
れ
る
ほ
ど

の
超
危
険
イ
ベ
ン
ト
！
！
」

櫂「
出
し
物
に
ま
で
危
険
ラ
ン
ク
が
！
？
」

バ
シ
ン

「
パ
ラ
レ
ル
学
園
の
学
園
祭
は
生
き
て
帰
れ
た
奴
は
奇
跡
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の

超
危
険
イ
ベ
ン
ト
！
！
」

ボ
ッ
ス
ン

「
生
き
て
っ
て
死
ん
じ
ゃ
う
の
！
？
」

彼
ら
の
尋
常
じ
ゃ
な
い
分
陰
気
に
圧
倒
さ
れ
る
転
校
生
組
。

リ
ン
ク
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「
だ
か
ら
皆
こ
の
学
園
祭
を
恐
れ
て
い
る
わ
け
だ
よ
。
」

ア
イ
チ
・
櫂
・
ボ
ッ
ス
ン

（
（
（
ツ
ッ
コ
ミ
が
僕
（
俺
）
達
し
か
い
な
い
…
！
！
）
）
）

ア
イ
チ

（
す
、
全
て
の
ツ
ッ
コ
ミ
キ
ャ
ラ
を
ボ
ケ
キ
ャ
ラ
に
変
え
て
し
ま
う
…
）

櫂（
こ
れ
が
パ
ラ
レ
ル
学
園
の
学
園
祭
…
！
！
）

ボ
ッ
ス
ン

（
侮
っ
た
ら
痛
い
目
見
そ
う
だ
…
）

転
校
生
組
が
唾
を
飲
み
込
む
。

銀
八

「
さ
ら
に
こ
の
学
園
祭
の
見
所
は
ラ
ン
ダ
ム
で
出
し
物
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
！

危
険
ラ
ン
ク
上
位
の
出
し
物
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
ク
ラ
ス
は
危
険
度
を
抑
え

る
た
め
に
必
死
で
努
力
す
る
こ
と
に
な
る
！
俺
が
引
い
た
出
し
物
は
…
」

出
し
物
は
と
全
員
が
聞
く
。

銀
八

「
カ
レ
ー
屋
だ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
！
！
」

全
員

（
（
（
か
、
カ
レ
ー
屋
だ
と
ぉ
ぉ
お
お
！
？
！
？
）
）
）

転
校
生
組
を
除
く
全
て
の
生
徒
に
稲
妻
が
走
っ
た
。
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銀
河

「
お
、
終
わ
っ
た
…
」

キ
ョ
ウ
ヤ

「
一
番
当
た
っ
て
欲
し
く
な
か
っ
た
出
し
物
が
当
た
っ
て
し
ま
う
と
は
…
」

神
楽

「
私
達
全
員
行
き
倒
れ
ア
ル
な
。
」

土
方

「
俺
、
腹
痛
く
な
っ
て
き
た
…
」

全
員
が
机
に
突
っ
伏
し
絶
望
感
に
浸
っ
て
い
る
。

ア
イ
チ

「
あ
の
、
カ
レ
ー
屋
っ
て
…
」

遊
星

「
カ
レ
ー
屋
は
危
険
ラ
ン
ク
?
１
０
に
入
る
出
し
物
だ
。
ど
れ
だ
け
辛
い
カ
レ

ー
を
作
る
か
が
く
じ
で
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
く
じ
を
引
く
。
そ
し
て
一
番
辛

く
な
い
の
で
も
唐
辛
子
２
０
個
分
の
辛
さ
だ
。
」

櫂「
そ
れ
も
う
カ
レ
ー
じ
ゃ
ね
ぇ
じ
ゃ
ん
か
！
！
！
」

遊
星

「
し
か
も
全
校
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
の
出
し
物
を
１
回
ず
つ
回
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
こ
の
カ
レ
ー
屋
は
お
客
様
に
出
す
も
の
を
味
見
し
な
い
わ
け
に
も
い

か
な
い
。
だ
か
ら
味
見
を
必
ず
自
分
達
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
。
」
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ボ
ッ
ス
ン

「
そ
ん
な
辛
い
の
を
一
口
だ
け
で
も
味
見
っ
て
ど
ん
だ
け
！
？
」

炎
山

「
ま
ぁ
熱
斗
な
ら
喜
ん
で
食
い
そ
う
だ
け
ど
な
。
」

熱
斗

「
無
理
無
理
！
さ
す
が
そ
ん
な
激
辛
カ
レ
ー
は
無
理
だ
っ
て
！
？
つ
ー
か
炎
山

は
ど
ん
な
目
で
俺
を
見
て
る
の
！
？
」

合
気
・
炎
山

「
「
カ
レ
ー
食
機
。
」
」

ロ
ッ
ク
マ
ン

「
も
は
や
人
間
じ
ゃ
な
く
な
っ
て
る
…
（
呆
」

銀
八

「
て
な
わ
け
で
て
め
ぇ
ら
、
心
し
て
か
か
り
や
が
れ
！
！
！
」

全
員

「
「
「
お
ぉ
ー
う
！
！
！
」
」
」

炎
山

「
お
ー
。
」

ア
イ
チ

「
（
よ
か
っ
た
、
炎
山
君
は
ま
と
も
だ
！
）
お
、
お
ぉ
ー
！
」

櫂
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「
（
そ
れ
に
こ
っ
ち
に
は
カ
レ
ー
食
機
と
呼
ば
れ
る
熱
斗
が
い
る
ぜ
！
）
お
ー

ー
！
！
」

ボ
ッ
ス
ン

「
（
幸
い
、
俺
達
は
カ
レ
ー
を
食
せ
ず
に
す
む
か
も
し
れ
な
い
！
！
）
お
ー
！

！
！
！
」

こ
う
し
て
恐
怖
の
学
園
祭
は
始
ま
っ
た
！
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コ
ラ
ボ
編
・
願
い
が
希
望
に
変
わ
る
と
き
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
　
買
出
し
と
か
は
人
に
任
せ
る
前
に
自
分
で
行
け
！
！
（
前
書
き
）

ロ
ッ
ク
マ
ン
エ
グ
ゼ
～
願
い
が
希
望
に
変
わ
る
と
き
～
の
作
者
。

フ
レ
イ
ム
・
ナ
イ
ト
様
と
の
コ
ラ
ボ
で
す
。

フ
レ
イ
ム
・
ナ
イ
ト
様
の
書
い
た
も
の
を
僕
が
載
せ
て
い
き
ま
す
。
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コ
ラ
ボ
編
・
願
い
が
希
望
に
変
わ
る
と
き
　
プ
ロ
ロ
ー
グ
　
買
出
し
と
か
は
人
に
任
せ
る
前
に
自
分
で
行
け
！
！

銀
八

「
お
～
～
い
！
　
お
前
ら
ち
ょ
っ
と
い
い
か
～
！
！
」

　
出
席
簿
を
持
っ
た
手
を
振
り
な
が
ら
、
銀
八
が
合
気
・
炎
山
・
ア
イ
チ
・
櫂
・

熱
斗
を
呼
ぶ
。

合
気

「
ど
う
し
た
ん
す
か
？
　
先
生
？
」

　
合
気
が
代
表
し
て
聞
く
。

銀
八

「
お
前
ら
、
今
か
ら
文
化
祭
で
出
す
カ
レ
ー
の
材
料
を
買
い
に
行
っ
て
来
い
！
」

櫂「
命
令
口
調
！
？
」

熱
斗

「
カ
レ
ー
！
　
行
く
！
　
俺
七
回
行
く
！
！
」

　
櫂
が
突
っ
込
み
、
熱
斗
は
ハ
イ
！
と
手
を
上
げ
て
立
候
補
す
る
。

炎
山

「
・
・
・
で
ど
こ
に
で
す
か
？
」

　
炎
山
が
『
ま
た
面
倒
ご
と
を
・
・
・
』
と
い
う
顔
で
、
行
き
先
を
聞
く
。
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銀
八

「
パ
ラ
レ
ル
学
園
発
　
『
忍
タ
マ
乱
太
郎
　
忍
術
学
園
全
員
出
動
の
段
！
』
行

き
、
次
元
列
車
だ
。
」

全
員

「
「
「
「
「
ど
こ
そ
こ
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
」
」
」
」

　　
熱
斗
達
が
間
髪
入
れ
ず
に
銀
八
に
突
っ
込
む
。

ア
イ
チ

「
な
ん
で
忍
タ
マ
の
新
作
映
画
の
中
に
買
出
し
に
行
か
な
く
ち
ゃ
行
け
な
い
ん

で
す
か
！
！
？
」

櫂「
て
い
う
か
そ
こ
に
カ
レ
ー
あ
る
の
！
！
？
」

　
ア
イ
チ
と
櫂
が
叫
ん
で
突
っ
込
む
。

銀
八

「
何
言
っ
て
ん
だ
、
忍
タ
マ
に
カ
レ
ー
が
出
て
き
た
シ
ー
ン
あ
っ
た
ろ
う
？
　

っ
て
い
う
か
普
通
に
ハ
ン
バ
ー
グ
と
か
も
出
て
き
て
た
し
・
・
・
。

そ
こ
が
駄
目
な
ら
『
塔
の
上
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
』
に
で
も
・
・
・
・
・
・
」

合
気

「
い
や
だ
か
ら
何
！
？
　
そ
の
チ
ェ
イ
ス
！
！
？
」

銀
八

「
だ
ー
も
ー
、
う
る
せ
ぇ
！
！
　
と
に
か
く
行
っ
て
こ
ー
ー
い
！
！
！
」

と
、
何
故
か
駅
の
ホ
ー
ム
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
場
面
で
、
銀
八
は
合
気
達
を
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次
元
列
車
の
中
に
蹴
り
で
吹
っ
飛
ば
す
。

全
員

「
「
「
「
「
わ
ー
ー
ー
！
！
　
覚
え
て
ろ
ー
ー
ー
！
！
」
」
」
」
」

銀
八

「
は
ー
い
、
は
い
、
忘
れ
ま
す
。
」

　
銀
八
は
そ
う
い
う
と
列
車
の
ド
ア
に
背
を
向
け
た
。
　
し
か
し
・
・
・

神
楽

「
銀
ち
ゃ
ん
何
や
っ
て
る
の
？
」

　
神
楽
が
銀
八
の
肩
に
手
を
添
え
た
。

銀
八

「
神
楽
、
い
や
別
に
、
あ
い
つ
ら
に
買
出
し
行
か
せ
て
、
俺
は
ジ
ャ
ン
プ
買
い

に
行
く
の
♪
」

神
楽

「
な
ら
お
前
も
行
け
よ
！
！
」

銀
八

「
ゴ
バ
び
ば
！
！
」

　
神
楽
の
回
転
横
蹴
り
が
銀
八
に
炸
裂
し
、
閉
ま
る
直
前
の
列
車
の
中
に
飛
び

込
ん
だ
。

神
楽
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「
い
っ
て
ら
し
ゃ
～
～
～
い
」

　銀
八
・
合
気
・
炎
山
・
ア
イ
チ
・
櫂
・
熱
斗
を
乗
せ
た
次
元
列
車
に
向
か
っ
て
、

神
楽
は
手
を
振
っ
た
。

合
気

「
で
、
結
局
先
生
も
行
く
ん
で
す
か
？
」

　
合
気
が
銀
八
に
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
い
な
が
ら
話
し
か
け
る
。

銀
八

「
ク
ッ
！
　
な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
に
・
・
・
！
？
　
本
当
な
ら
今
頃
ジ
ャ
ン
プ

買
っ
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
筈
が
・
・
・
！
！
」

櫂「
そ
れ
、
先
生
と
し
て
ど
う
よ
？
」

ア
イ
チ

「
ア
ハ
ハ
・
・
・
」
　

　
櫂
の
突
っ
込
み
に
ア
イ
チ
が
苦
笑
い
を
す
る
。

熱
斗

「
に
し
て
も
、
や
け
に
す
い
て
る
な
こ
の
列
車
、
乗
客
俺
達
だ
け
だ
ぜ
？
」
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熱
斗
が
列
車
を
見
渡
し
な
が
ら
言
う
。

確
か
に
、
列
車
の
中
は
が
ら
空
き
で
、
乗
客
は
合
気
達
し
か
い
な
い
。

熱
斗

「
も
し
か
し
て
乗
る
列
車
間
違
え
た
と
か
？
」

炎
山

「
い
や
そ
ん
な
ま
さ
か
・
・
・
・
・
・
。
」

　
熱
斗
の
考
え
を
炎
山
が
否
定
し
よ
う
と
す
る
。
　
し
か
し
・
・
・
そ
の
言
葉

は
途
中
で
詰
ま
り
、
銀
八
を
見
る
。

銀
八

「
何
？
　
ま
さ
か
俺
が
間
違
え
て
お
前
ら
を
蹴
っ
飛
ば
し
て
乗
せ
た
と
で
も
？

　
ふ
ざ
ち
ゃ
ダ
メ
だ
よ
？
　
い
く
ら
な
ん
で
も
・
・
・
」

ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
ポ
～
ン
！
！
　
パ
ラ
レ
ル
学
園
発
　
ロ
ッ
ク
マ
ン
エ
グ
ゼ
　
『

願
い
が
希
望
に
変
わ
る
と
き
』
行
き
・
・
・
・
・
・

全
員

「
「
「
「
「
や
っ
ぱ
り
か
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
！
！
！
」
」
」
」
」

銀
八

「
マ
ジ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
イ
！
？
！
？
」

　
絶
叫
す
る
ア
ホ
六
人
組
を
乗
せ
て
、
次
元
列
車
は
『
願
い
が
希
望
に
変
わ
る

と
き
』
へ
と
走
る
・
・
・
・
・
・
。
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六
幕
　
女
装
コ
ン
テ
ス
ト
と
か
は
学
園
祭
に
よ
く
あ
る
　
そ
し
て
大
体
裏
の
ほ
う
は
カ
オ
ス
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
前
書
き
）

コ
ラ
ボ
本
編
は
フ
レ
イ
ム
・
ナ
イ
ト
様
の
所
で
や
り
ま
す
。

て
な
わ
け
で
学
園
祭
編
ス
タ
ー
ト
！
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六
幕
　
女
装
コ
ン
テ
ス
ト
と
か
は
学
園
祭
に
よ
く
あ
る
　
そ
し
て
大
体
裏
の
ほ
う
は
カ
オ
ス
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る

そ
し
て
何
や
ら
か
ん
や
ら
あ
っ
て
つ
い
に
学
園
祭
に
な
っ
た
。

ア
イ
チ
・
熱
斗
・
銀
河

「
「
「
で
、
何
で
俺
（
僕
）
達
が
メ
イ
ド
服
着
な
き
ゃ
い
け
な
い
わ
け
ぇ
ぇ
ぇ

え
！
？
！
？
！
？
」
」
」

ア
イ
チ
、
熱
斗
、
銀
河
は
メ
イ
ド
服
を
銀
八
に
よ
っ
て
強
制
着
用
さ
せ
ら
れ
て

い
た
。

銀
八

「
い
い
じ
ゃ
ね
ぇ
か
。
腐
女
子
が
食
い
つ
く
ぜ
！
」

合
気
・
炎
山
・
ロ
ッ
ク
マ
ン
・
キ
ョ
ウ
ヤ
・
櫂

「
「
「
死
ね
、
ア
ホ
教
師
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
い
！
！
！
」
」
」

銀
八
の
頭
に
執
事
服
を
着
た
合
気
、
炎
山
、
ロ
ッ
ク
マ
ン
、
キ
ョ
ウ
ヤ
、
櫂
の

ツ
ッ
コ
ミ
蹴
り
が
炸
裂
し
た
。

櫂「
ア
イ
チ
は
ま
だ
Ｏ
Ｋ
な
ん
だ
よ
女
顔
だ
か
ら
！
そ
れ
に
池
の
鯉
を
見
て
思
い

に
ふ
け
っ
て
た
り
声
優
さ
ん
か
ら
も
ヒ
ロ
イ
ン
発
言
さ
れ
ち
ゃ
う
し
。
で
も
銀

河
と
熱
斗
は
ア
ウ
ト
だ
ろ
！
？
」

ア
イ
チ

「
櫂
君
、
女
顔
言
わ
な
い
で
、
傷
つ
く
か
ら
！
」

櫂
の
ど
こ
か
ズ
レ
て
い
る
発
言
に
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
る
ア
イ
チ
。
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銀
八

「
い
や
い
や
、
Ｏ
Ｋ
だ
ろ
？
よ
く
見
て
み
ぃ
？
だ
い
た
い
の
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ

の
主
人
公
の
男
っ
て
女
顔
じ
ゃ
ん
。
女
装
し
て
も
ち
ゃ
ん
と
似
合
う
よ
う
に
な

っ
て
る
だ
ろ
？
化
粧
と
か
で
そ
れ
を
誤
魔
化
し
て
い
る
け
ど
。
」

櫂「
黙
れ
や
こ
の
変
態
教
師
が
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
！
」

櫂
が
赤
い
本
の
文
字
を
読
む
と
ド
ラ
ゴ
ニ
ッ
ク
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
が
火
を
噴

い
た
。

銀
八

「
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ア
！
！
」

合
気

「
自
業
自
得
だ
。
」

何
や
か
ん
や
で
学
園
祭
は
始
ま
っ
た
。

そ
し
て
…

ア
イ
チ
・
熱
斗
・
銀
河

「
「
「
い
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ー
…
」
」
」

む
っ
ち
ゃ
引
き
つ
っ
た
笑
顔
を
浮
か
べ
て
ア
イ
チ
達
は
嫌
々
、
嫌
々
接
客
し
て

い
た
。

そ
れ
が
功
を
奏
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
客
が
ド
ン
ド
ン
行
列
を
作
る
。
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た
だ
し
女
性
客
の
み
。
男
性
客
は
ア
イ
チ
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
の
か
写
真
を
帰

り
に
撮
っ
て
い
く
。

外
は
上
々
だ
っ
た
。
た
だ
し
厨
房
で
は
混
沌
だ
っ
た
。

カ
オ
ス

炎
山

「
バ
ト
ル
チ
ッ
プ
、
ス
ロ
ッ
ト
イ
ン
！
ソ
ー
ド
！
」

炎
山
が
ブ
ル
ー
ス
に
バ
ト
ル
チ
ッ
プ
、
ソ
ー
ド
を
着
用
さ
せ
野
菜
を
切
っ
て
い

た
。

そ
こ
ま
で
は
よ
か
っ
た
。
そ
こ
ま
で
は
！

ボ
ッ
ス
ン

「
よ
し
、
で
き
た
ぞ
唐
辛
子
２
０
個
分
カ
レ
ー
。
」

ボ
ッ
ス
ン
が
ゴ
ー
グ
ル
と
マ
ス
ク
を
つ
け
て
振
り
向
く
。
か
な
り
の
重
装
備
だ
。

沖
田

「
な
ら
味
見
し
な
く
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
ね
ぇ
～
」

沖
田
は
そ
う
言
う
と
ボ
ッ
ス
ン
の
顔
を
鍋
の
中
に
突
っ
込
ん
だ
。

ボ
ッ
ス
ン

「
％
＃
＃
％
Ｄ
Ｃ
Ｖ
Ｖ
＃
＃
＄
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
）
Ｆ
Ｋ
Ｋ
！
？
！
？
！
？
！
？
！

？
！
？
」

声
に
な
ら
な
い
悲
鳴
を
上
げ
て
ボ
ッ
ス
ン
は
気
絶
し
て
し
ま
っ
た
。

全
員
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（
（
（
マ
ジ
鬼
畜
…
）
）
）

全
員
が
そ
う
思
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

合
気

「
で
き
た
ぞ
ー
。
」

合
気
が
運
ん
で
き
た
カ
レ
ー
は
マ
ジ
甘
っ
た
る
か
っ
た
。

友
樹

「
な
、
何
入
れ
た
の
！
？
」

友
樹
が
キ
ラ
か
ら
水
を
貰
っ
て
飲
み
干
し
聞
く
。

合
気

「
チ
ョ
コ
に
ク
リ
ー
ム
に
溶
か
し
た
飴
に
果
物
に
ポ
ッ
キ
ー
に
ク
ッ
キ
ー
に
ｅ

ｔ
ｃ
…
」

ア
ス
ラ
ン

「
お
前
、
カ
レ
ー
に
ど
ん
な
恨
み
が
あ
る
ん
だ
…
」

合
気

「
特
に
。
た
だ
辛
い
ん
だ
っ
た
ら
甘
く
し
よ
う
と
…
」

雄
二

「
甘
す
ぎ
だ
ろ
う
が
！
！
ど
ん
だ
け
入
れ
た
ん
だ
！
？
」

合
気

「
聞
き
た
い
？
」
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雄
二

「
遠
慮
し
て
お
く
。
」

雄
二
は
即
断
っ
た
。

大
変
な
量
に
な
り
そ
う
だ
っ
た
か
ら
だ
。

バ
シ
ン
・
ダ
ン

「
出
来
た
！
龍
皇
ジ
ー
ク
ヴ
ル
ム
の
カ
レ
ー
だ
！
！
」

そ
こ
に
は
紫
色
の
何
か
が
あ
っ
た
。

ヨ
ハ
ン

「
何
入
れ
た
ぁ
ぁ
ぁ
あ
！
？
！
？
こ
ん
な
の
食
え
る
か
！
即
吐
く
に
決
ま
っ
て

ん
だ
ろ
う
が
！
！
」

バ
シ
ン

「
先
せ
ー
。
こ
れ
出
す
か
ら
な
～
」

ダ
ン

「
こ
れ
持
っ
て
っ
て
く
れ
～
」

ヨ
ハ
ン
の
ツ
ッ
コ
ミ
を
い
と
も
簡
単
に
ス
ル
ー
す
る
２
代
主
人
公
。

ヨ
ハ
ン

「
人
の
話
し
を
聞
け
よ
！
！
」

遊
戯

「
炎
山
君
。
」

炎
山
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「
は
い
？
」

ア
テ
ム

「
何
と
言
う
か
、
カ
オ
ス
だ
ぜ
。
」

炎
山

「
そ
う
で
す
ね
…
」

炎
山
は
外
に
一
瞬
お
花
畑
が
見
え
た
と
か
…
（
笑
）



50

七
幕
　
メ
ン
ド
ク
サ
イ
の
は
一
番
最
初
に
や
っ
た
ほ
う
が
後
は
楽

銀
八

「
て
め
ぇ
ら
休
憩
時
間
だ
ぞ
ー
。
」

銀
八
の
言
葉
で
大
半
の
生
徒
が
ワ
ー
イ
！
と
歓
声
を
上
げ
た
。

熱
斗

「
ロ
ッ
ク
マ
ン
、
炎
山
、
ブ
ル
ー
ス
、
合
気
。
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
生
き
残

る
か
を
考
え
よ
う
。
」

ロ
ッ
ク
マ
ン
・
炎
山
・
ブ
ル
ー
ス
・
合
気

「
「
「
了
解
！
」
」
」

熱
斗
は
ラ
ン
ク
一
覧
表
を
広
げ
た
。

炎
山

「
こ
こ
は
や
は
り
一
番
危
険
ラ
ン
ク
が
低
い
メ
イ
ド
喫
茶
か
ら
徐
々
に
慣
れ
て

い
っ
た
ら
ど
う
だ
？
」

合
気

「
い
い
や
、
辛
い
の
を
先
に
経
験
し
て
お
い
た
ほ
う
が
後
々
楽
に
な
る
だ
ろ
う

し
…
」

合
気
・
炎
山

「
「
ど
う
し
よ
う
…
」
」

頭
を
抱
え
た
２
人
を
見
か
ね
た
熱
斗
の
意
見
で
メ
イ
ド
喫
茶
か
ら
徐
々
に
慣
れ

て
い
く
と
い
う
戦
法
を
エ
グ
ゼ
チ
ー
ム
は
取
っ
た
。
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こ
こ
は
ヴ
ァ
ン
ガ
＆
ガ
ン
ダ
ム
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
チ
ー
ム
。

キ
ラ

「
合
気
達
は
メ
イ
ド
喫
茶
か
ら
周
っ
て
い
く
ら
し
い
よ
。
」

ア
ス
ラ
ン

「
俺
達
も
ど
こ
か
ら
周
る
か
決
め
る
か
。
」

櫂「
生
き
残
る
た
め
に
も
慎
重
に
な
！
」

ア
イ
チ

「
僕
も
命
は
惜
し
い
し
ね
。
」

全
員
に
緊
張
が
走
る
。

櫂「
…
…
…
何
で
ア
イ
チ
は
メ
イ
ド
服
の
ま
ん
ま
な
ん
だ
？
」



52

櫂
の
言
葉
に
他
の
２
人
の
視
線
が
ア
イ
チ
に
行
っ
た
。

ア
イ
チ

「
仕
方
な
い
じ
ゃ
な
い
か
！
銀
八
先
生
が
宣
伝
し
て
来
い
っ
て
言
う
ん
だ
か
ら

！
！
／
／
／
」

櫂「
わ
か
っ
た
ぜ
ア
イ
チ
。
銀
八
の
セ
ン
コ
ー
殺
っ
て
来
る
か
ら
。
」

ア
イ
チ

「
ま
、
待
っ
て
櫂
君
！
殺
る
の
は
ダ
メ
っ
て
…
行
っ
ち
ゃ
っ
た
…
」

ア
イ
チ
は
呆
然
と
し
櫂
の
い
た
ほ
う
を
見
る
。

ア
ス
ラ
ン

「
…
…
さ
て
、
じ
ゃ
あ
俺
達
も
メ
イ
ド
喫
茶
か
ら
周
る
か
。
」

キ
ラ

「
そ
う
だ
ね
。
」

ア
イ
チ

「
２
人
と
も
僕
の
こ
と
ス
ル
ー
！
？
」

ヴ
ァ
ン
ガ
＆
ガ
ン
ダ
ム
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
チ
ー
ム
は
同
じ
く
メ
イ
ド
喫
茶
か
ら
周
る
ら

し
い
。

次
の
瞬
間
、
銀
八
先
生
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
、
ド
ラ
ゴ
ニ
ッ
ク
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー

ド
の
横
で
赤
い
本
を
持
っ
た
櫂
が
目
撃
さ
れ
た
が
そ
れ
は
ま
た
、
別
の
話
…
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そ
し
て
こ
ち
ら
は
ベ
イ
ブ
レ
＆
リ
ボ
ー
ン
＆
バ
カ
テ
ス
チ
ー
ム
。

雄
二

「
さ
て
、
俺
達
は
ど
う
し
よ
う
か
？
」

ツ
ナ

「
こ
こ
は
１
つ
の
出
し
物
に
つ
き
１
人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
の
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？
」

雄
二
以
外
全
員

「
「
「
あ
、
そ
れ
い
い
な
。
」
」
」

キ
ョ
ウ
ヤ

「
と
い
う
か
銀
河
は
脱
い
だ
ん
だ
な
メ
イ
ド
服
。
」

銀
河

「
あ
ん
な
の
着
て
ら
れ
る
か
っ
て
の
！
」

明
久

「
キ
ョ
ウ
ヤ
は
銀
河
の
メ
イ
ド
服
姿
が
見
た
か
っ
た
ん
だ
ね
～
っ
て
そ
っ
ち
の

関
節
は
そ
っ
ち
に
は
曲
が
ら
な
い
っ
て
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ア
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
」
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島
田

「
自
業
自
得
ね
。
じ
ゃ
あ
一
番
、
危
険
な
ラ
ン
ク
の
お
化
け
屋
敷
か
ら
行
こ
う

か
。
」

ツ
ナ

「
じ
ゃ
あ
最
初
の
生
贄
は
ど
う
や
っ
て
決
め
ま
し
ょ
う
か
？
」

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

雄
二

「
今
、
生
贄
っ
て
書
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
っ
て
読
ん
だ
よ
な
！
？
」

獄
寺

「
民
主
主
義
に
習
っ
て
多
数
決
で
ど
う
で
し
ょ
う
か
十
代
目
！
」

雄
二

「
無
視
か
！
？
俺
の
こ
と
は
無
視
か
！
？
」

ツ
ナ

「
俺
は
そ
れ
で
異
議
な
し
だ
け
ど
」

銀
河

「
俺
も
ー
」

キ
ョ
ウ
ヤ

「
あ
ぁ
、
そ
れ
で
い
い
。
」

島
田

「
ウ
チ
も
ー
」

明
久

「
僕
も
ー
」
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全
員
が
雄
二
を
除
い
て
賛
成
。

ツ
ナ

「
じ
ゃ
あ
最
初
の
生
贄
は
雄
二
さ
ん
が
良
い
と
思
う
人
～
」

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

雄
二

「
な
！
？
沢
田
、
て
め
ぇ
！
」

全
員
の
目
が

キ
ュ
ピ
ピ
ピ
ピ
ー
ン
！

と
光
っ
た
。

雄
二
以
外
全
員

「
「
「
賛
成
！
！
」
」
」

雄
二

「
Ｎ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
！
！
！
！
！
」

こ
ん
な
調
子
で
全
員
が
ど
こ
を
周
る
か
を
決
め
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
の
場
所
へ
散

っ
て
い
っ
た
。
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七
幕
　
メ
ン
ド
ク
サ
イ
の
は
一
番
最
初
に
や
っ
た
ほ
う
が
後
は
楽
（
後
書
き
）

次
回
…
皆
が
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
行
っ
て
い
る
と
き
、
謎
の
影
が
学
園
祭

に
忍
び
込
む
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

憂鬱な学園生活～合気のドタバタ学園生活～
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